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き上げるという彼の試みが、本研究分野で行なわ た殆んど初めてのものであ こ にある。
スミスは、私たちに議論の土台と
なる共通 理論的地平を提供した われわれ 、今ようやく話し合いのテーブルについたばかりである。注(l)現在、ロンドン大学政治経済学部、ヨーロッパ研究所、「エスニ
シティとナショナリズム研究部門いの主任研究員。主な著作にミミ~。、
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(2)
原初主義と永続主義は厳密にいって全くの別物である。前者が、ネ
i
シヨンとナシヨナリズムを人間存在にとって生物学的あるい
は本質的に備わった
H所与
H
の普通的現象と見なすのに対し、後
者はそれらをあくまで歴史的かつ社会的な変容を伴う再発的な現象として扱う。だが、本穏では無期の混乱を避けるため、両者のはっきりとした区別は行わ い。
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ネlションとエトニに共通の特徴は ①名前、②共通の起源に関する神話、③共有された歴史的記憶、を持つことである。一方、ネ
i
シヨンにあってエトニにない特徴は、①開明確な境界を持つ領
土あるいは
Hホームランド
u
、②公的な文化、③経済的統一性、
④合法的権利、③全成員に対する支任、である。このような定義上の区別を施すことによって、スミスはネ
i
ションとエトニの歴
史的つながり 示しながらも その質的差異を強調する。
(5)
〉口径
030mgxyM
示。尽ぎ九円。、.宣言ミミ
bbSF
切さ-巴田口付垣白
}y
。同沙門子山由∞血(社吋ネイシヨンとエスニシティ
i歴史社会学的考察』
巣山簿一向他訳、名古屋大学出版会 一九九九年)
(6)
〉口任。ミり∞
EFNtE22~
な苦言えミ。丸町三な湾問
HOEH}
四品開
0・戸
OEop
日唱唱∞ゆ日
u・品。
(7)85
司・ごか
(8)gE
官・ロ唱
(9)
目ZP
目こ凶唱
(山山)目
ZP-u
・己申
125 一一言書評
